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人文社会科学では，「物語」（narrative）は，人間の認知や活力，組織の一体感・凝集性と

密接に関係していると見なされてきている．それ故に，“物語”は公共的な観点からより望ま

しい方向に向けた影響を及ぼさんと志す“公共政策”を行う上で最も重要な役割を担う，社会

の漸次的改善方策を持続的に考える「プランニング組織」の活力や凝集性を向上させ得ると考

えられる．さらには，プランニング組織のみならず，プランニングへの協力が必要な各関係主

体の活力や凝集性の向上においても“物語”は重大な役割を担いうる．ついては，心理学や社

会学，民俗学などの“物語”に関わる研究をレビューすることを通じて，プラグマティックな

観点から“物語”がどのようにプランニング組織に援用可能であるのかを論ずる．  
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1． はじめに 

 

人文社会科学では，「物語」（narrative）は，様々な

形で研究の対象となってきた．物語を直接取り扱う文学

は言うに及ばず，歴史哲学や歴史学においては，歴史と

はそもそも物語であるという認識に基づいた様々な論考

が重ねられており，心理学においても「物語」が人々の

行動や記憶，心理に大きな影響を及ぼすことが様々な形

で明らかにされている．また，社会学においても社会の

動態を明らかにするにあたって，人々の間の物語の共有

や物語による人々の相互作用が重要な役割を担うことが

論じられている．このように人文社会科学においては，

人間，あるいは，人間が織りなす社会の動態を理解する

にあたって，物語は重要な役割を担うものと見なされて

きている1)． 

一般に“物語”と聞けば，母親が子供に語る「日本昔

話」や「イソップ童話」を想像することもあろう．「日

本昔話」などの物語が幼児に対して「自らの行為や衝動

を規制する心的メカニズムをつくりだす作用（文明

化）」を持っている事が指摘されているように2)，こう

した物語も確かに研究の対象となっている．しかし，そ

のような“物語”だけでは上記の幅広い研究分野との繋

がりを理解することは困難だろう．つまり，様々な研究

における「物語」はこうした“物語”のことのみを指し

ているわけではない．上記のような「物語」を扱う研究

では，細かな点では異なりがあるものの，「（有意味な

終点へむけて）具体的な出来事や経験を取捨選択し，順

序立てて物語ったもの」例えば3)として「物語」が一般的

に定義されている．本研究でもこの慣例にならい，同様

に物語を「具体的な出来事や経験を取捨選択し，順序立

てて物語ったもの」として定義した上で，論考を進める

こととする．なお，物語における出来事とは，実際に起

こった出来事のみならず，ブルーナーの指摘したように，

事実でなくともよい4)．こうした幅広い意味をもつ「物

語」の具体例には，友人や同僚などに対して過去の出来

事を語ることや，もちろん上述の「日本昔話」のような

物語小説も含まれる． 

こうした物語の役割を考えるにあたり，ブルーナーが



 

 

指摘した，我々の認識・思考における「二つの形式」の

区分を理解することは有益である． 

ブルーナーによれば，人間の認識・思考の形式には，

「論理実証モード」と「物語モード」の二つが存在して

いると言われている．論理実証モードとは自然科学に代

表される認知・思考形式であり「記述や説明に関する形

式的な数理体系の理念」や「一貫性と無矛盾性という必

要条件」を特徴としている．そして「物語モード」は

「見事なストーリー，人の心を引きつけるドラマ，信じ

るに足る歴史的説明をもたらす」特徴を有すると述べて

いる．例えば，何らかの事柄について他者を信服させよ

うとする場合，論理実証モードの場合には個別事例の具

体性から論理的抽象化によって個別事例を越えて一般化

へ向かい「真理性」を信服させようとすることとなる．

一方で，物語モードの場合には「個別の具体性」や「日

常の細部の本質的顕現」が重要であり，これらによって

「迫真性」を信服させようとする．さて，この二つの形

式は，相補的であるが，互いに還元され得ないものであ

るということも指摘されている5)． 

さらに，こうした二つの認識・思考形式は，それぞれ

まったく異なるかたちで人間を描き出すことも指摘され

ている．ホワイトとエプストンによると，「論理実証モ

ードは，個人を受け身的なアリーナとして，すなわち，

非個人的な力，動因，衝撃，エネルギー移動等に対して

反応する場として表現する(p.106)」6)．一方，「物語モ

ードは，人を彼/彼女の世界の主人公または参加者と見

なす．それは解釈行為の世界であり，そこでは物語のす

べての語り直しは新しい語りとなり，人々は他者ととも

に再著述に関与し，それゆえ，彼らの人生や関係を作っ

ていくことになる(p.106)」6)．つまり，「論理実証モー

ド」は人間が法則のもとで生きる存在であることを含意

し，「物語モード」は人が多様な可能性に開かれた存在

であることを含意しているのである． 

こうした見方をすれば，むろん大規模な公共事業を行

う場合など，土木計画において論理実証モードが有効に

機能することは論を俟たないものの，その一方で，公共

的，社会的な観点から望ましい方向へと多くの人々を動

機付け，動員していくにあたって，物語モードは非常に

重要なものであることがわかる． 

以上の点を踏まえるならば，土木計画において「物語

モード」の思考・認知プロセスがとりわけ重要となる局

面の 1つとして，国や自治体の公共計画に直接間接に関

わる諸部局などの「計画実施主体（プランニング組織）

の活性化」を挙げることができる．「プランニング」と

は，社会を“善い”状態へと改善する方法を持続的に考

える「思考過程」，「精神の流れ」を意味し，個人では

なく，複数人でなされる場合には，「議論過程」，「集

合精神の流れ」と呼称できる7)．そして，「プランニン

グ」は，具体的にいつ，どこで，どのように「土木施設

の整備と運用」を進めて行くのかという「プラン」を検

討し，立案し，それに基づいて社会へと働きかけていく

実践的精神活動であると言うことができる．そして，プ

ランニング組織は臨機応変に「プラン」を改訂しつつ，

社会の改善の為にどのように土木施設の整備と運用が必

要なのかを考えていく組織体である．ただし，こうした

プランニングを遂行するにあたっては，プランニング組

織は，プランニング組織内外の様々な人々を，能動的に

整備や運用の一端を担う存在と見なし，その上で，それ

らの人々に働きかけ，彼らの様々な力を動員し，調達す

ることを通してプランの実行力を高めることが求められ

ると考えられる．こうした様々な人々の力の「動員」や

「調達」等の局面において，「物語」が極めて重要な役

割を担い得ると考えられるのである． 

しかしながら，物語に関わる人文社会科学研究の幅広

い諸議論を踏まえるならば，プランニング組織を支援す

る上で物語の果たす役割は多岐にわたると考えられる．

その一方で，これまで人文社会科学等における「物語」

に関わる議論や研究によって明らかとなった知見を包括

的にレビューし，それらの知見に基づいてプランニング

組織支援における役割について論じられてはいない． 

そこで本研究では，「物語」に関わる様々な研究をレ

ビューし，「物語」が土木計画において，特にプランニ

ング組織支援においてどのような役割を担っていくのか

を改めて整理することを目的とする． 

ところで本研究は物語に関わる諸研究をレビューし，

論ずるものであるが，プランニング組織の意義を踏まえ

なら，プランニング組織には先を見通す能力と共に各種

の専門的な知識が不可欠であろうと思われるし，それと

同時に，そのプランニングの公共性を踏まえれば高い倫

理観が求められる組織であると言うこともできるだろう．

また，プランニング組織の一体感や活力を高め実行力を

高めることが重要であることは論を俟たないが，なんら

かの「プラン」を実施する事を念頭に置くならば，「プ

ランニング組織」のみで全てを実施することは不可能で

あると考えられるだろう．例えば，プランニング行為を

プランニング組織が行うにしても，プランの内容が自動

車利用の適切な低減であるとするならば，プランニング

組織に属していない一般の人々が自動車利用を低減すべ

く行動するような様々な協力が必要不可欠である．それ

ゆえに，プランニング組織には，自身の組織の活力や凝

集性を高めておくことに加え，外部の人々に対して訴え

かけ，人々を動かし，実際に社会を漸次的に改善してい

くことも求められている 

以上の考察を踏まえ，本研究ではプランニング組織に

おける物語の役割を以下の4点に分類した． 

1. 物語による「知識の伝達」 



 

 

2. 物語による「倫理教育」 

3. 物語による「プランニング組織の活力向上」 

4. 物語による「態度・行動変容型計画」 

以下，本稿ではこれらの4分類のそれぞれについて既

往研究の議論，知見を取りまとめつつ，プランニング組

織支援においてどのように“物語”を活用しうるのかに

ついて論じていくこととする． 

 

 

2． 物語によるプランニング組織支援 

 

2．1 物語による知識の伝達 

土木計画によって，社会を漸次的に改善していく上で

は，プランニング組織においてより高い専門性を持ち得

た技術者・プランナーの存在が不可欠である．それゆえ

に，プランナーに対して，実践的な知識を如何にして伝

えていくのかが重要であると考えられる．ついては本節

では，物語による知識の伝達について論ずることとした

い． 

 

プランニング組織の知識伝達において物語が有効であ

るものとしては，以下の2点が挙げられる． 

1) 記憶への定着 

2) 計画策定能力などの形式的な知識ではない

「暗黙知」の共有 

以下ではそれぞれを詳しく見ていく事とする． 

 

1) 記憶／理解と物語 

何の関連もない知識を記憶する際におよそ７個程度の

要素以上となると困難であることが指摘されているが8)，

物語性を加味した場合多くの要素でも記憶することがで

きることが指摘されている9)．つまり，個々の要素を意

味の繋がりによって連結させ物語化させた方が記憶しや

すい．こうした点を説明するような理論をSchank & Abel-

son10)が以下のように指摘している． 

・ 実質的にすべての人間の知識は，過去の経験の周

りに構築された物語に基礎を置いている． 

・ 新たな経験は古い物語の観点から解釈される． 

・ ストーリーの記憶の内容は，他者に語ったのかど

うか，そして，どのように語ったのかに依存する． 

つまり，過去の経験などの知識は物語の形式をとっ

ており，他者に語ることによって定着し，その際の脚色

によって記憶は変形していくのである．そのため，意味

の連鎖によってつながれていない，すなわち物語でない

知識は記憶の中に定着する事が困難であると考えられる

のである．したがって，知識を伝達し，その知識を定着

させるためには，個々の要素の関係が断ち切れているよ

うな状態ではなく，物語のように個々の関係性を意味の

連鎖によって繋いでいる必要があり，さらに他者に語る

ことが重要であると考えられるのである．したがって，

プランニングに必要な各種の知識の伝達において，伝達，

あるいは，教育する側が，伝達・教育せんとする内容を

「物語」にのせる形で伝達・教育し，被伝達者・被教育

者の論理実証モードのみならず，物語モードでの認知・

思考能力に働きかけることが得策となるのである． 

 

2) 物語による暗黙知の共有 

ポランニーによれば，知識には，「暗黙知」と「形式

知」の 2 種類の形式があると言われている11)．「暗黙

知」とは，特定状況に関する主観的・身体的な知識であ

り，形式化（明示化）したり他人に伝える事が難しい知

識である．そして，その一方で，「形式知」とは，普遍

的な概念や論理などであり，特定状況に対する依存度が

低く，形式的・論理的言語によって伝達することが可能

な知識である12)．つまり，ポランニーは言葉や数字で表

現可能な知識は，知識全体の一部にしか過ぎないことを

指摘しているのである． 

さらに，野中によると，「暗黙知」は認知的な側面と，

技巧的な側面に分けることが可能であることが指摘され

ている．認知的な側面としては，世界を感知し，定義す

ることを助ける，世界観や信念が挙げられる．そして，

技術的な側面としては，職人の熟練したスキルや，営業

マンの即興的なスキルなどの，具体的なノウハウや技巧

が挙げられている12)． 

こうした暗黙的な知識は，作業を共にするなどの，共

同経験によって獲得することが可能であると指摘されて

いるが，物語の追体験によっても獲得しうることも指摘

されている12)．つまり，主観的な経験の物語を聞くこと

や，読了することで，聞き手もしくは読者が物語られた

経験に含まれる暗黙知を獲得することが可能となること

が指摘されているのである．なぜなら，主観的経験の物

語は，「出来事が起こり，そこで何を考え，何を行い，

結局どのような意味があったのか」といった，状況，思

考，行動，結果，を含んでいるため，形式知のような普

遍性を目指す知識ではなく，文脈に埋め込まれた形で，

つまり暗黙知の意味的豊かさを失うことなく，知識を伝

達することが可能となるためである．また，追体験が物

語の読了によってもたらされることは，ディルタイが

「ある環境，または，外部事情を生き生きと現在化する

こと」が追体験をひきおこす，としていることからも支

持されると考えられる13)． 

以上を踏まえるならば，プランニングの際に最も必要

となる素養群，いわば「プランニング能力」を，被伝達

者・被教育者に伝達するためには，「物語」を活用する

ことが効果的であるものと考えられる．なぜなら，プラ

ンニング能力は「正解たる法則」が存在し，それを現場



 

 

の問題に「当てはめる能力」を言うのではなく，地理的

要因，歴史的背景，さらには，関与する人々のやる気や

能力などを含めた全ての状況や文脈を総合的に勘案しつ

つ，遠い目標に向けて，その場その場で適切な判断を下

し続ける能力を言うためである．したがって，そうした

プランニング能力そのものは形式知ではなく「暗黙知」

に属するものであり，かつ，その伝承には物語が有効で

あると考えられるからである．また，ブルーナーは，物

語とは「何が期待されうるのかどころか，何が失敗され

そうだと予期され，その状況を回復するためには何がな

しうるのか，についての一種の習慣化された知恵

(p.40)」14)であると指摘している．こうした指摘はまさ

しく物語がプランニング能力を密接に関係していること

を支持するものであると言うことができよう． 

これらから，例えばプランニングに関わる先人の取り

組みを描いた物語を「鑑賞」することを通じて，より適

切に計画し，物事に対処するプランニング能力が身に付

く契機が与えられるものと期待されるのである．  

 無論，そうした物語ではなく，様々な「実践的な経

験」を積み重ねることが，そうした暗黙知を獲得する上

で何よりも重要であるものの，実践の機会が無かったり，

そのための時間が不十分な状況下においても，「物語」

の鑑賞によって，代替的な「経験」を積み重ねることが

できるのである．したがって，実践的経験も，物語も不

在のままでは，どれだけ論理実証モードに訴えかけるよ

うな説明を施しても，暗黙知の伝承を促すことは不可能

となるのである． 

 ところで，先の節に示したように，形式知であれば

（物語によってより効率的，効果的に伝承・教育するこ

とが可能であるもの）論理実証モードに訴えかけること

で伝承・教育することが可能であるが，獲得した形式知

を「どの様な局面において活用するのか」という知識は，

「暗黙知」に属するものである．したがって，やはり，

その活用場面にまで配慮するなら，形式知についての伝

承・教育においてもやはり，「物語」が極めて本質的な

役割を担うこととなるのである． 

いずれにしても，プランニングのための伝承・教育に

おいては，その内容にかかわらず，何らかのかたちで

「物語」を重要視していくことが，極めて効果的である

と考えられるのである． 

 

2．2 物語による倫理教育 

プランニング組織は，社会を“善い”状態へと改善す

る方法を持続的に考える「プランニング」を実施する組

織である．したがって，善悪についての適正な判断を可

能とする倫理観が，高い水準で求められる組織である．

ついては本節では，物語の読了による倫理観の向上の可

能性について検討する． 

まず，結論的に言うなら，倫理観の向上は，物語の読

了における自己移入によって登場人物の精神性や倫理観

を了解すると同時に，そしてその精神性を意図的に模倣

しようとする「威光模倣」15)を通して，あるいは，物語

への自己移入によって感得した倫理観によって自己が信

じてきた倫理観を「相対化」（あるいは，メタ化）する

ことによってもたらされると考えられる．以下このこと

について解説する． 

ディルタイの言う所では，物語の解釈過程を通じて話

し手や著者と「生を共にする」ことが可能となる．そし

て，こうした共同経験（追体験）を通じて，読者は著者

の思想や意志を獲得することが可能となる事が指摘され

ている13)． それ故，読了した物語の登場人物に公共的視

点から望ましい「倫理的」な「精神性」が宿っている場

合においては，それを読了した人物が，その精神性を

「追体験」することとなる． 

こうして「追体験」した精神性が，読了した個人に取

り入られていくことで，その個人の倫理性の向上が期待

されることとなる．その「内部化」において重要な役割

を担うものの一つが「威光模倣」である．ここに，威光

模倣とは，動作主体や動作についての判断基準を行い，

「善いもの」として同意することによって生み出される

意識的な行為の模倣のことである16)．ただし，生田が

「人間の身体的動作は，“善いもの”への同意が前提と

される“威光模倣”から出発し，やがて無意識に近い動

作となっていく」15)と指摘している様に，威光模倣を通

して，その模倣者の態度や行為が本質的に変容しうる可

能性が考えられる．これは，「倫理教育」を考える上で，

極めて重要な過程であると考えられる． 

一方，物語内の人物の精神性や倫理観を「追体験」し

た際に，自らの精神性や倫理観との間に「乖離」が感得

される場合も考えられる．ただし，読者はその追体験が，

「物語」の世界を通した「追体験」であることを明確に

理解している一方で，その追体験についても一定のリア

リティを感ずるという，特殊な体験を経ることとなる． 

そして，この特殊な体験を実感した個人においては，

その特殊な体験を経て，日常の自分自身の世界観，倫理

観が，実は確定的なものではなく，不確定性を帯びたも

のであり，「他のものでもあり得たのではないか」とい

う感覚を，その個人が獲得することとなる 4), 5), 14)．こと

ここに至って，その個人の倫理観が「相対化」（メタ

化）される契機が生ずることとなる．そして，この「相

対化」を通して，その個人の倫理観そのものが変質し，

その結果として，倫理教育の教育者が意図する方向へと，

その個人の倫理性が向上する可能性がもたらされること

となる． 

このような，物語の読了を契機とした「威光模倣」や，

自らの倫理観の「相対化」を通した倫理性の向上は，例



 

 

えば，伊地知らによる研究で示された実験からも示唆さ

れている17)．伊地知らは，この研究において読書行為に

よって大衆性すなわち，「ものの道理や背後関係はさて

おき，とにかく自分自身には様々な能力が携わっており，

自分の望み通りに物事が進むであろうと盲信する傾向と，

自分自身の外部環境からの閉塞性」が部分的なものであ

るにせよ抑制される事を示している．この際に選定され

た図書が内村鑑三の「代表的日本人」という書籍である

が，この書籍は，上記の大衆性と対置される精神性・倫

理性を帯びた複数の人物の「物語」を記述した古典であ

る．いわば読者は，この書籍を読了することを通して，

著者や登場人物と生を共にすることによって，著者や登

場人物の精神性・倫理性を追体験し，それを契機として

自らの倫理観や世界観を相対化したり，威光模倣を行う

こと等を通じて，倫理性が向上する（あるいは，大衆性

が低下する）ことが予期される．事実，伊地知等は，3

ヶ月後の追跡調査から，倫理性が向上している対象者が

存在していることを，実証的に確認している． 

しかし，こうしたあり得る生・倫理観との対峙や，威

光模倣による自己の倫理観の向上は常に成立するとも考

えがたい．というのも，特に威光模倣の場合，物語に記

された生・倫理観を理解し，善きものであることを認識

する必要があるためである．そのため，倫理観が著しく

低い人間が非常に高い倫理的な図書を読了したとしても

理解することが困難であり，それ故に自らの倫理観を改

めることを行うことができないと考えられる．事実，上

記の伊地知らの研究においても，倫理性に変化が見いだ

せないグループが存在していることを見いだしている． 

 こうした事は人々が自らのうちにある，何を善とし，

何を悪とするのかといった「先行理解」に基づいて，新

たな事象を解釈する為に起こると考えられる．例えばも

し何ら先行理解を持ち得ていない人々の場合には，彼等

は物事を推し量る物差しを持ち得ず，なんら“取”

“捨”選択など出来ず，威光模倣を行おうと動機付けら

れることもなく，また，自らの世界観・倫理観を相対化

した上で，読了した物語内の人物の世界観・倫理観に転

換していく必要性を感ずることもないからである． 

こうした「先行理解」は，Miller18)によれば，社会的に

共有されているものであると指摘されている．なぜなら，

我々がコミュニケーションを取る場面において「“共有

された”先行理解」が存在しないならば，我々はあらゆ

る事を説明せねばならず，相互理解など生まれ得ないか

らである．それゆえ，我々は社会的に共有された「先行

理解」を持ち，その先行理解によって判断が可能となっ

ていると考えられるのである．こうした共通の先行理解

をディルタイは「共同性」と呼んでおり，ディルタイも，

「共同体のなかでは，共同性が成り立ち，だからこそ，

ある文章が理解される」と，その重要性について示唆し

ているのである13)．事実，上述の伊地知の実験において，

倫理性が変容しなかったグループとは，幼児期に，共同

体体験が乏しい一群の人々だった．これらの点を踏まえ

るなら，倫理観の獲得を 1人の人間のみを対象とするの

ではなく，より社会的な過程として捉えることが不可欠

であると言うことができるだろう． 

こうした過程を捉える解釈学的概念としてリクールの

「ミメーシスの循環」がある19)．これは，「物語作者―

テクスト―読者」の解釈学的な循環を表している．そし

て，物語作者は「先行理解」に基づいて物語を作成し，

読者はその物語の読了によって新たな「先行理解」へと

至る可能性を得ることとなる． 

ここで「先行理解」に基づいた物語制作とは，「先行

理解」をそのまま物語化するのではなく，異質な要素を

結合し，より一層豊かな意味作用を生起させるように物

語は制作されるものである（もしそうでないかぎり，そ

の物語は至って退屈で陳腐なものとなり，その結果，そ

の物語は多くの読者を獲得することに失敗することとな

ろう）．それ故，こうした制作過程によって生み出され

た物語によって，人々の「先行理解」が，少しずつ変化

していくこととなるのである．つまり，以上のミメーシ

ス論に従う限り，物語解釈による倫理観の改善・更新は

循環をなして漸次的に行われていかざるを得ないと考え

られるのである．そのように考えるならば，もしも「多

くの人々の内にある共有された先行理解に基づいて構成

された“倫理的でない図書”」が氾濫すれば，逆に悪化

への循環へと発展していく可能性をも秘めているといえ

るであろう．したがって，「先行理解－出版行為・物語

行為－読書行為・解釈行為」の全体を捉えなければ，

人々の倫理性を視野におさめた上で社会の漸次的改善を

支援する事は難しいと考えられるのである． 

したがって，多くの人に受容されうる，よりよい生や

倫理へと向かう物語制作を行い，人々の受容行為を促す

ことを通じて，人々が共有する「先行理解」における倫

理性の向上を図り，さらに，そうして幾ばくかなりとも

倫理化された先行理解を踏まえつつ，人々の共有された

「先行理解」をより倫理的な方向へと導きうるような物

語制作を行っていくという循環的なミメーシス的行為を，

人間の「意志」の力で進めて行く事の重要性，必要性を

見出すことができるだろう． 

ところで，プランニング行為を通しての社会を改善し

ていく上では，例えばモビリティ・マネジメントのよう

に組織外の一般の人々の協力を必要とする場面も多い．

そしてそうした活動が「長期的には公共的な利益を低下

させてしまうものの短期的な私的利益の増進に寄与して

しまう行為（非協力行動）か，短期的な私的利益は低下

してしまうものの長期的には公共的な利益の増進に寄与

する行為（協力行動）のいずれかを選択しなければなら



 

 

ない社会状況」のような二者択一を迫る「社会的ジレン

マ」状況ならば，プランニング組織外の一般の人々にお

いても，一定の水準の「倫理性」を持っていることが不

可欠である．そのため，プランニング組織はプランニン

グ行為やその実施段階において，組織の内部に対しての

みならず，組織の外部に対しても物語による倫理教育を

行って行く必要性があると考えられる（この点について

は，2.4にて詳しく論ずる）． 

 

2．3 物語によるプランニング組織の活力向上 

プランニング行為とは，社会を“善い”状態へと改善

する方法を持続的に考える「思考過程」，「精神の流

れ」を意味し，個人ではなく，複数人でなされる場合に

は，「議論過程」，「集合精神の流れ」と呼称できるこ

とを述べた．こうしたプランニング行為を行う組織は，

何らかの価値観やビジョンになどによって団結していな

ければ，組織として 1 つの目標に向かうのではなく，

個々別々に活動し，最終的に社会を「改善」する事が困

難になると考えられる．そういった事態を解消するため

に重要なのが，組織への「帰属意識」である．これは，

例えば「地域愛着」や「愛校心」「愛社精神」，「ナシ

ョナリズム」さらにはより講義に「組織コミットメン

ト」等，あらゆる組織・共同体に対して形成されうるも

のである例えば20), 21)． 

もしもこうした帰属意識が高ければ，組織の目的を

個々の成員が自己の目的として活動し，組織として社会

の改善行為を遂行する可能性が高まることとなる．また，

もし，組織に対して真の帰属意識を持っているなら（そ

の組織に公共的・社会的役割が少なくとも潜在的に存在

している限りにおいて），社会の改善とは異なる方向に

組織の目的が設定されていようとも，その目的を修正し

ようと努力することも考えられる．したがって，個々の

成員のプランニング組織への帰属意識を高めることが社

会の改善をより推し進める上で有効であると考えられる

のである． 

 さらには，言うまでもないが，こうした構成員それぞ

れの帰属意識に加えて，組織そのものの「活力」もまた，

プランニングの推進において極めて重要である．ついて

はここでは，物語による組織への帰属意識・活力の向上

可能性について論ずることとしたい． 

 まず，ミドルトンとエドワーズ22)の研究によると，こ

れまで個人の認知活動の所産であると考えられてきた記

憶は，実際の生活の場面において経験を共有している者

同士で行われる「共同想起の結果」である，ということ

が示されている．すなわち，同じ経験をしたもの同士が，

その内容を思い出し，語り合う過程において，自分たち

の想起した出来事が実際に起こったものなのかを相互に

確認し合い，それを通して一つの印象，すなわち記憶を

作り上げ共有し，共有された記憶を基に自分の歴史や物

語，すなわちアイデンティティが作り出されていくので

ある． 

 こうした課程がある以上，プランニング組織において

もまた，その組織内において会社の歴史や出来事などの

「物語」を共有していくことは，組織構成員一人一人の，

組織人としてのおアイデンティティを形成し，それを通

して帰属意識が高める上でも極めて本質的役割を担うも

のと考えられる．Schank らの研究10)に照らして言うなら

ば，組織の内部での物語，つまり組織に属している自己

物語を語る事で，組織の一員であるということを強化す

る方向に各人の記憶そのものが変質し，より高い帰属意

識が形成されていくものと考えられるのである．また，

民俗学の知見に基づいて解釈するならば，語ることによ

って，「組織の一員である」との物語が，自己物語にお

いて特権的な地位を占める「ドミナントストーリー」を

刺激し，組織への帰属意識が向上すると考えられるので

ある 1)． 

つまり，組織の内部において，組織的活動に関わる自

己の物語を語る機会を作り，物語を互いに「編集」し合

いながら「共有」していく試みを推進することによって，

組織に対する帰属意識が高まり，プランニング行為を行

う実行力が高められうると考えられるのである． 

 さて，こうした帰属意識の高まりは，それだけで，当

該のプランニング組織のプランニング行為についての活

力の増進を直接もたらすものであるが，それに加えて，

良質な実践の物語描写によって，より直接的に活力が増

進される可能性も指摘されている． 

 例えば，藤井らは，公共政策に代表される社会の漸次

的改善を推進する人物あるいは組織の「良質な実践」を

物語的に描写し，その読了を通じて読者の実践へ向かう

「活力」を向上させうる可能性を指摘している 1)．こう

した活力増進の過程は，ディルタイ 13)，シュライエルマ

ッハー23)らが解釈学で論じた社会的な解釈課程を，公共

計画の文脈に適用したものである．すなわち；1）ある

地域で，人々の「活力」によって導かれた成功事例（例

えばまちづくり）を，「解釈」を通じて物語化し，2）

それを，公共の場（例えば，論文や発表等）で「物語

る」ことで（さらに，その物語の再解釈を改めて提示す

ることで），3）その成功体験を「解釈」し「追体験」

するその受け手が現れ，4）その受け手の内にその成功

を自分自身の現場で実践せんとする「活力」（動機）が

生まれる，という可能性を論じている． 

 このように，組織の物語を共有する取り組みによって，

組織への帰属意識や組織の凝集性が向上すると共に，そ

の組織の「良質な実践」を物語として描写し，その読了

を通じて，組織の成員の「活力」が増進することが期待

できるのである． 



 

 

 

2．4 物語による態度・行動変容型計画論 

以上は「プランニング組織」の内部についての議論で

あったが，プランニングの目標達成にあたっては，プラ

ンニング組織外の一般の人々の協力が不可欠であること

が一般的である．したがって，そうした協力を期するた

めに，人々の態度や行動の変容が必要となる状況が，現

実のプラニングの場面においては数多く見られる．一般

にそうした人々の態度や行動の変容を期する計画論は

「態度・行動変容型計画論」と言われており 7)，交通計

画における態度行動変容を期するモビリティ・マネジメ

ント（MM）や，防災や減災の行動を促すリスクコミュ

ニケーション，ひいては公共事業に対する理解を促す合

意形成コミュニケーション等において実践が重ねられて

いる24)． 

こうした態度行動変容はいずれも，「公共的に望まし

い方向への変容」を促すものであるから，倫理性を伴う

ものである．それ故，既に 2.2 で指摘したように，物語

には倫理観を変容させる力があることから，態度行動変

容方計画論においても極めて重要な役割を担うものと考

えられる． 

こうした物語の態度・行動変容に対する有効性を，よ

り直接的に示す既往研究としては，認知神経科学や認知

心理学において提唱されている二重過程理論に基づいた

研究を挙げることができる．二重過程理論によると，脳

内に二つの認知システムが存在し，それぞれが他方とは

分離しうる目的構造と，その目的構造を実行に移すため

の独自メカニズムを持つことが指摘されている25)．この

二つの認知システムの一方は，自動的で，無意識的で感

情，連想に基づいているため拙速でありイメージや物語，

個別事例によりリアリティを得る．そして，他方の認知

システムは直列的で，意識的な分析，論理に基づいてい

るため巧遅であり，抽象的表象の概念操作や統計指標か

らリアリティを得ると言われている26)．前者の無意識的

で，物語によって影響を受ける認知システムをシステム

1，後者の意識的で概念操作や統計情報によって影響を

受ける認知システムをシステム 2と呼ぶ 25)．このように，

二つの認知システムが存在している事が二重過程理論に

おいて指摘されているが，日常的な判断においては，イ

メージや物語などの影響を受けやすいシステム 1が優勢

である事が指摘されている 25)． 

こうした二重過程理論を用いて物語の行動や意識へ及

ぼす研究の具体例として，Slovic の研究を挙げる事がで

きる．Slovic は，貧困に喘ぐ子供に対する寄付を，(1)物

語によって呼びかける，(2)統計情報によってよびかけ

る，(3)物語情報と統計情報を組み合わせて呼びかける，

の 3つの手法によって寄付金額の比較を行った．その結

果，(1)の物語情報による呼びかけ，(3)物語情報と統計

情報を組み合わせた呼びかけ，(2)統計情報による呼び

かけ，の順に効果的である事が示されたものである．す

なわち，物語情報が人の行動の喚起に対して有効である

事を示唆している 26)． 

つまり，この研究では統計情報であったが，二重過程

理論を合わせて考えると，論理的な言説よりも物語情報

の方が，行為を促しやすい事が示されたのである．した

がって，例えば情報提供によって，公共交通の利用促進

や，自転車放置などの社会的ジレンマを解消するような

場面において，物語が善きコミュニケーションの手段で

あることを示唆しているのである．それゆえ，物語が態

度・行動変容型計画論において重要な位置を占めるであ

ろうことが推測されるのである． 

しかし，物語によるコミュニケーションが有効である

がゆえに，物語による情報提供を安易に行った場合，

人々を物語によって煽り，扇動することが起こりうるし，

仮に“善”を志向していたとしても「洗脳」と受け取ら

れかねないという事態がおこりうることも危惧される．

そして何よりも意識的なものではなく，無意識的である

場合，一度“善”なる方向へ人々が向かったとしても，

別の働きかけによって“善”とは反対の方向へ導かれる

事が起こりうると考えられる．こうした問題を回避する

為には，物語情報に加えて論理情報を加える必要がある

ことが中谷内の研究によって示唆されている．中谷内の

行った27)実験では，死者数を推定させる事でシステム 2

を刺激する群を実験群とし，何も行わない制御群の双方

に対して様々な災害に対する不安について調査を行った．

その結果，大きな被害をもたらすもの以外に関しては，

不安が減少する事を見出した．つまり，論理情報を提示

することで，より適正な回答を行う傾向が増進したこと

が示されたのである．  

したがって，物語情報に論理的な情報（ここでは統計

情報）を付加する事で，人々が物語に流されることなく，

より正確に状況を捉える事の可能性を見出す事ができる

と考えられる． 

すなわち，物語情報と論理的情報の双方を，適切に組

み合わせながら提供していくことで，適正な方向に，か

つ，円滑に，行動変容を促しうるものと考えられるので

ある．なお，論理的情報のみを提供しているだけでは，

人々の行動変容を十分に期待することは困難であり，し

たがって，物語の力を援用することが，態度行動変容計

画論においては，重要である，という点は改めて付言し

ておきたい． 

 

 

3． まとめ 

 

以上，本稿では，物語についての既往研究をレビュー



 

 

し，それを総合的に踏まえた結果，それらの諸研究より，

プランニング組織における物語の役割には以下の4点が

あることを指摘した． 

(1) 「プランニング」等の土木計画に必要な知識を

効率よく伝える役割 

(2) 「プランニング組織」や一般の人々の倫理観を

向上させ，社会の漸次的改善の素地を形作る役

割 

(3) 組織の活力や凝集性を高め，プランニングやプ

ランの実行能力を高める役割 

(4) 態度・行動変容型計画を進める上での有効なコ

ミュニケーション手段として社会の漸次的改善

へ向けたプランの実行力を高める役割 

つまり，プランニング組織の内部に対しては，物語は

知識やスキル，そして倫理観を高め，組織の一体感・活

力を向上させる役割を担いうると考えられる．そして一

方，プランニング組織の外部に対して，物語は倫理観の

向上を促し，人々の社会的改善に対する活力を増進し，

社会的ジレンマの解消へと人々を向かわせる役割を担い

うると考えられるのである． 

今後は，本稿で論じたこうしたプランニング組織支援

における物語の役割についてのさらなる実証的な検討を

加えると共に，それらの知見を踏まえた，様々な実践を

重ねていくことが必要である． 
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THE ROLE OF NARRATIVE IN INFRASTRUCTURE AND PLANNING (1) 

- THE ROLE OF NARRATIVE TO SUPPORT PLANNING ORGANIZATIONS - 
 

Daiki HASEGAWA, Takeshi NAKANO, Satoshi FUJII 
 

In human and society science, narrative is regarded as closely related to human cognition and vitality, 
and organizational cohesion. Therefore, narrative is also expected to  improve the vitality and cohesion of 
planning organization that is important for public policies that try to improve dynamic actions of human 
being and society. Moreover, narrative is important to increase vitality and cohesion of related agencies. 
In this study, we review clinical psychology and sociology, narrative psychology and folklore. Then we 
discuss how narrative can be pragmatically applied for plunning organizations.   
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